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県立農業大学校農業総合研修センター及び宮崎県農業科学公園の 

指定管理候補者の選定について 

宮崎県農政水産部農村振興局担い手農地対策課  
 
１ 施設の概要 

施設の名称 県立農業大学校農業総合研修センター 

所在地 宮崎県児湯郡高鍋町大字持田５７３２ 

設置年月日 平成６年４月１日 供用開始年月日 平成６年４月１日 

設置目的 

 農業経営者等に対して農業に関する知識及び技術についての研修並び

に県民の農業に対する理解を深め、意識を啓発するための研修を実施す

ることを目的とする。 

施設概要 

敷地面積：７７，２０５㎡  建物延べ床面積：８，７６０㎡ 

主な施設 

研修センター（宿泊室、体験作業室、視聴覚室等）、ガラス温室、 

実践塾棟、管理出荷調整室、ビニールハウス、実践塾ガラス温室 

主な施設利用状況 

宿泊者数（延べ人数）       各種研修参加者数（延べ人数） 

Ｒ４年度   ９２７人    Ｒ４年度  １１，６４４人 

Ｒ５年度 １，３５１人    Ｒ５年度  １２，２４４人 

Ｒ６年度 １，８３３人    Ｒ６年度  １２，６０２人 

現在の管理運営方法 学校法人宮崎総合学院が指定管理者として管理運営を行っている。 

 

施設の名称 宮崎県農業科学公園 

所在地 宮崎県児湯郡高鍋町大字持田５７３２ 

設置年月日 平成９年６月６日 供用開始年月日 平成９年６月６日 

設置目的 
県民の農業とのふれあいの場を提供するとともに、農業に対する意識

の啓発に資することを目的とする。 

施設概要 

敷地面積：１５７，０３２㎡   建物延べ床面積：７，７２９㎡ 

主な施設 

農業科学館、物産館、フラワーハウス、ぶどう園、ふれあい体験館、

ウォーターランド、駐車場 

主な施設利用状況 

入園者数 

Ｒ４年度  １１９，７６６人 

Ｒ５年度  １４５，２２４人 

Ｒ６年度  １５８，１８５人 

現在の管理運営方法 学校法人宮崎総合学院が指定管理者として管理運営を行っている。 

 

２ 指定管理者公募の概要 

募集期間 令和７年７月７日～令和７年９月８日 

指定管理者が行う 

業務の概要 

・研修センターの利用に関する業務 

・研修センターにおける研修の実施に関する業務 

・研修センターの維持及び保全に関する業務 

・公園の利用に関する業務 

・公園の維持及び保全に関する業務 

・その他管理運営に必要な業務 
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施設の管理運営の 

基本方針 

・施設の設置目的を達成するため、本県農業の担い手となる人材育成に

努めることや農業大学校との連携・協力を図ることなど、県が示す方

針を十分に理解した上で、事業実施、施設管理、サービスの提供等を

行う。 

指定管理者の 

選定基準 

・住民の平等な利用が確保されること 

・事業計画書の内容が、公の施設の効用を最大限に発揮するものである

こと 

・事業計画書の内容が、施設の認知度向上や農業、自然の豊かさを体験

できるものであること 

・事業計画書の内容が、管理運営に係る経費の縮減等を図るものである

こと 

・事業計画書の内容を確実に実施するために必要な経理的基礎及び管理

に関する能力を有するものであること 

・施設の管理運営に当たり、環境保全への対応や地域への貢献が図られ

ていること 

指定期間 令和８年４月１日～令和１３年３月３１日（５年間） 

指定管理料基準 

価格（上限額） 
年額７６，２１１千円（５年間で３８１，０５５千円） 

 

３ 審査方法等 

審査の流れ 

（書類審査） 

・提出された申請書等について、県が募集要領に示した資格要件の適否を

審査する。 

（指定管理候補者選定委員会による審査） 

・外部委員のみで構成する指定管理候補者選定委員会を開催する。選定委

員会では、書類審査を通過した応募者を対象に、各応募者のプレゼンテ

ーション及びヒアリングを行い、審査を実施する。 

（指定管理候補者選定会議による確認） 

・県の施設所管部局等で構成する指定管理候補者選定会議を開催する。選

定会議では、指定管理候補者選定委員会の審査結果を、施設所管課にお

いて選定基準等に基づき評価した結果と照らし合わせ、選定委員会での

審査の妥当性について確認を行う。 

※指定管理候補者選定会議の確認後、県が指定管理候補者を選定する。 

指定管理候補者 

選定委員会 

委員 

委員長 新田 裕章(中小企業診断士((株)ｲﾝﾀｰｸﾞﾛｰ代表取締役) 

委員 

児玉 昭人(宮崎県農業協同組合農業戦略部長) 

佐師 香恋(川南町農業者(宮崎県農政審議会審議員)) 

永友 薫  (高鍋町農業委員) 

西 和盛  (国立大学法人宮崎大学地域資源創成学部副学部長) 
 

指定管理候補者 

選定会議 

委員 

議長 農政水産部長 

副議長 農政水産部次長（総括） 

委員 

農政水産部次長（技術担当） 

農村振興局長 

農政企画課長 

担い手農地対策課長 

人事課行政改革推進室長 
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審査項目・配点 

選定基準 審 査 項 目 配点 

①住民の
平等な利
用の確保 

施設運営に関する基本方針 

10 県が示した管理の基準に対する理解及び対応 

その他（平等な利用の確保に関する提案） 

②公の施
設の効用
を最大限
に発揮す
る事業計
画 

施設の設置目的の理解と課題の認識 

30 

指定管理者の業務に対する意欲 

【リカレント研修】 効果的な研修の提案 

【生涯学習研修】 効果的な研修の提案 

【みやざき農業実践塾】 効果的な研修の提案 

施設等の維持管理の適格性 

県関係機関等との連携に対する対応 

利用者満足度把握や苦情・要望対応、運営改善への反映 

③施設の
認知度向
上や農
業、自然
の豊かさ
を体験で
きる事業
計画 

【研修センター宿泊室・研修室】利用者サービスの向
上や利用者増への取組に関する提案 

20 
【農業科学公園】 利用者サービスの向上や利用者増
への取組に関する提案 

県民が食・農業・自然の豊かさを体験・実感できるよ
うな自主事業に関する提案 

その他（他団体との連携・コラボ等） 

④経費の
縮減等 

指定期間内に県が支払う指定管理料の提案額 

10 
業務遂行のための適切な経費の積算 

管理業務の効率化と経費の縮減に関する考え方・提案 

その他（経費削減に対する提案等） 

⑤事業計
画を着実
に実施す
るための
管理運営
能力 

必要な体制の確保（適正な組織、人員配置、責任体
制） 

20 

職員の能力育成（研修体制） 

継続的に安定した運営が可能な財政的基盤（経営状
況） 

過去の類似事業の実績、評価 

リスク管理の具体的対応策 

事業計画及び収支計画の具体性、適格性、実現可能性 

個人情報保護への対応 

情報公開への対応 

安全管理、危機管理への対応 

その他（継続性・安定性に関する提案） 

⑥地域へ
の貢献等 

環境保全への対応 

10 
地域経済への貢献・配慮 
障がい者の就労支援への対応 
（その他、施設の状況によって設定） 

合  計   100 
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４ 審査結果等 

申請者（応募者） ・学校法人宮崎総合学院（宮崎市） 

審査結果 

・書類審査を行った結果、申請者は資格要件を満たしていると認めら

れた。 

・指定管理候補者選定委員会を令和７年１０月９日に開催。プレゼン

テーション及びヒアリングを実施し、審査を行った。 

・審査結果は次のとおりであり、最低基準点（委員合計５００点満点

の６割（３００点）以上）を満たしている。 

学校法人宮崎総合学院：３６９点 

・指定管理候補者選定会議を令和７年１０月１５日に開催し、選定委

員会の審査結果を、施設所管課において選定基準等に基づき評価し

た結果と照らし合わせ、確認を行った。 

 

選定会議の確認結果は次のとおりであり、最低基準点（５００点

満点の６割（３００点）以上）を満たしている。 

学校法人宮崎総合学院：３７４点 

選定 

結果 

指定管理 

候補者 
 学校法人宮崎総合学院（宮崎市） 

選定理由 

・選定委員会の審査及び選定会議の確認の結果、最低基準点を満たす

得点を得たこと。 

・事業計画や過去の実績等から判断して、施設の管理運営を適正かつ

着実に実施する能力を有していると認められること。 

・県の施策や設置目的及び関係機関との連携について十分に理解、認

識していると認められること。 

 


